
 

 

 

 

 

 

「職場体験」 

美瑛小学校長  堀内 隆功  

 

 猛暑から一転、寒さが身にしみるようになりました。短い秋からいよいよ降雪

が気になる季節となりました。日が暮れるのもすっかり早くなりました。登下校

時の帽子や手袋、暖かい服装の着用や交通安全、特に薄暮時は注意が必要です。

ご家庭でも体調管理や事故防止に向けた声掛けをよろしくお願いします。 

 なお、１１月１１日（土）には本校の学習発表会があります。子供たちも一所懸命に練習

に取り組んでいるところです。今年度は参加人数の制限を設けておりませんので、たくさん

の保護者・地域の皆様に子供たちの頑張る姿をご覧いただきたいと思っています。 

 

 １０月４～５日の二日間、美瑛中学校の２年生９名が「職場体験」として、本校で小学校教員

の仕事について学びました。各教室に配属され、担任の指導の下、緊張しながらも子供たちと直

接触れ合いながら学びました。小学生にとっても、中学生は年齢が近いこともあり、身近なお兄

さんお姉さんとして感じられて嬉しかったようです。 

 先日届いた礼状に、この職場体験を通して、中学生が感じたことや思ったことが書かれていま

したので、その一部を以下に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 素晴らしい礼状を寄せてくれました。中学生の受け止め方に感心しました。同時に、こちらが

改めて身の引き締まる思いになりました。 

 自分たちが児童生徒として経験してきているからこそ、反対の立場でのコントラストが浮き彫

りになったとも言えるかもしれません。「立場が人を成長させる」という言葉があります。やっ

てみないと分からないこともありますし、思考の幅を広げる上でも立場や視点を変えて想像した

り考えたりすることは学習の中でも常に行われていることです。例えば、児童会役員を経験して

学ぶこと、道徳や防犯教室などでロールプレイ（役割演技）を通して学ぶこともそうでしょう。

学習発表会で観客を意識しながらどのように発表するかということにもつながるでしょう。 

 

 今回のような中学校の職場体験は、自分の進路選択に向けた大きな学習機会ではありますが、

その前提に、「どのようなことに自分の興味・関心が強いのか」、「自分はどのような人間になり

たいのか」といったことが動機付けとしてあります。そのことを小学生の段階から少しずつ学習

や経験を通して考え、目標をもって努力する姿勢を育てていくことが必要であることを、中学生

の姿を見て強く認識したところです。 

きみかげそう 
【学校教育目標】 健康で、豊かな心をもち、実践力のある児童の育成 

         「自ら学ぶ子（やる気）支え合う子（こん気）たくましい子（げん気）」 
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○ 私たちがかつて受けていた指導の裏側を知ることができました。単に授業をするだけでは
なく、生きる力を育む場所として、行事や生徒指導等の学習以外の面でもサポートしている
ことが印象的でした。 

○ 学校という成長する上で通らざるを得ない道には、先生たちの「元気に成長してほしい」
という気持ちが込められていることを身をもって体験しました。 

○ 生きる力を育むための様々な工夫、児童との話し方や接し方、授業の進め方、学年にあっ
た対応の仕方が印象的でした。 

○ 最後までしっかり寄り添うことの大切さ。最後まで寄り添うということが児童 
の未来を変えることだと考えると、とても大切な仕事だという貴重な体験でした。 

○ わからないことに一緒に立ち向かうことが大切。学校という場所を楽しい場所 
だと思わせたいという気持ちで一生懸命に仕事をしている姿が印象的でした。 



□ □ □ 全国学力学習状況調査結果から □ □ □ 

 今年度も、４月１８日（火）に全国学力学習状況調査があり、６年生が「国語・算数・児童質問紙」

を行いました。今年度は、国語・算数ともに全国平均、全道平均を上回る結果でした。今回の算数の問

題で、本校でも全国的にも正答率が２５％以下と低かった問題があります。それは、以下の問題になり

ます。 

 

 

～ 上川管内どさんこ子ども地区会議に参加しました ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、北海道教育庁上川教育局主催の「上川管内どさんこ子ども地区会議」があり、美瑛小の

すずらん会の役員４名が、オンラインで参加しました。 

 この会議では、上川管内１５校の小学生から高校生までが集まり、いじめについて協議し、「ど

のようにすれば、いじめをなくすことができるのか」について考えました。 

 当日は、グループに分かれて高校生を司会に話し合いを行いました。美瑛小の４名も、慣れな

い環境の中、しっかりと自分たちの意見を発表していました。 



   

 

答え：３０度 

子供たちは、正三角形の性質について理解していると思

います。ただ、ちょっと考えることが増えると、正答を導

きだすことが難しくなるようです。 

今後の課題です。改善に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

参加した児童は「困っている人がいたら話を聞いてあげたい。」「困っている

人を減らすために自分ができることをする。」「学校に困っている人を出さない

ために一人一人が相手の気持ちを考えることが大事だと思う。」「困っている人

を減らすために、クラスの雰囲気作りや相手を思いやる発言や行動を心掛け、

ポスターなどでクラスや学校全体の考えを変えていきたい。」という感想をも

ってくれたので、今後のすずらん会の取組に期待したいと思います。 

 



 

 「あぐりスクールｉｎびえい」 

ＪＡびえい青年部長 坂 田 敬 太  

 

 「あぐりスクールｉｎびえい」は毎年町内の小学５年生を集め、皆さんに田植えや稲刈りを通じ

て農業の面白さや大変さを感じてもらいたくて開催しています。実際はほとんどの作業が機械で行

われており、体験してもらったような手作業はほとんど行っていませんが、「挿し苗」といった田植

機では植えられなかった所に苗を植え直す作業や、「縁刈り」といったコンバインでは刈れない所

の稲を手で刈る作業など、細かい作業は人手が必要なため、どうしても手間と時間が掛かります。

最近は高齢化等による離農者の増加から 1 戸当りの田んぼの面積が増え、作業量が増える問題も出

てきています。 

児童の皆さんには泥だらけになりながらも、自分たちが普段食べている物がどのように育ってい

くのか、どのように収穫されているのかを体験してもらい、「いただきます」「ごちそうさま」の言

葉を大切に使ってもらえたらいいなと思います。また、人生で一度きりの体験になる人が大半にな

ってしまうと思いますが、大人になった時に誰かに教えられるような特別な思い出になってくれて

いればいいなと思っています。 

 僕たちＪＡびえい青年部にとっても毎年の恒例行事になっている「あぐりスクールｉｎびえい」

ですが、稲作を営んでいない人もいるので、知識としてどんな事をしているかは知っていても、実

際に行った事がない人がいます。児童のためにと言いつつも、青年部員にも良い経験になっている

ので参加してくれている小学校の皆様に感謝しています。 

 最後に、「あぐり」という言葉には、「溢れる」という語源があるら

しく、皆さんに溢れるおいしさを届けられればと思います。美瑛町に

はお米以外にもたくさんの農産物がありますので、ぜひ手にとって

食べていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

     

１１月 １日（水）教育委員学校訪問 

１１月 ２日（木）特別日課 研修日 

         ＳＣ来校日 

１１月 ３日（金）文化の日 

１１月 ８日（水）児童鑑賞日 

１１月 ９日（木）特別日課  

         校内教育支援委員会 

１１月１１日（土）学習発表会 

１１月１３日（月）振替休業日 

１１月１５日（水）朝会 学納金引落日 

１１月１６日（木）特別日課 研修日 

         ＳＣ来校日          

１１月１７日（金）委員会 

１１月２０日（月）午前授業（給食あり） 

教職員研修会（特別支援） 

１１月２３日（木）勤労感謝の日 

１１月２７日（月）ことばの教室三者面談 

          （～１２月１５日まで） 

         ふるさと学習（４年） 

１１月３０日（木）特別日課 研修日  

ＡＬＴ（２年） 

         指導主事訪問 ＳＣ来校日 

         美沢小２年生と合同授業 

～ １１月の行事予定 ～ 

 

 

※ １０月２３日(月)～１１月１１日(土) 学校開放停止 

 


